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1.　固 体粒 子よごれの汚染性 ，洗浄性を活性剤濃度の

影響を中心に検討 した。

2.　試料布はナイロ ン， ポリエ ステル， ポリプ ロピレ

ン の３種を用い た。 よごれ粒子は玉川Ｃ級カ ーボンと酸

化第二鉄 を用い た。こ れら よごれ粒 子をそ れぞ れSDS,

非イ オンの0.01 ～0.5% 液 中に 分 散 し， 分散液 中での

汚染吐を検討し た。汚染性 の評価 は反射 率 を も と にし

た。洗浄試験はFe^O, は水分散液 で,カーボンブ ラック

につい ては0.01% の非イ オンの液 中に分散し,  Scrab-

0-Meter で30 ±2% の汚染 布を作成 し 洗浄試験を行っ

た。

3. 繊 維につい てはSDS 。 非イオン と も に 低濃度 で

はポリプロピレン＞ポリエステル＞ ナイ ロン の順 に汚染

されやすいが高濃度になるとナイロ ン＞ ポリエ ステル ＞

ポリプロピレンの順に汚染されやす くな る。これは よご

れがカ ーボンブラッ クの場合もFe^O, の場 合 も 同じ 傾

向を示し た。濃度 と汚染性につい て……FeaOa の場合，

SDS では0.05 ～0.1% で再汚染 率は最小値 を示 した。

非イ オンでは0.01 ％ では再汚染率は 高い が高濃 度にな

るにつ れ再汚染率は低 くなる。こ の傾向は ポリプ ロピ レ

ンに著しい。 カ ーボンブ ラックの場合ナイロンはSDS

の濃度が 増すにつれ再汚染率 は高くなる。 ポリプロピレ

ン， ポリエステルでは0.2% で再汚染 率は最小 となる。

再汚染 試験と洗浄試験とはかな り一致した結果が得ら

れた。


